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。創刊披は美術皐特集として遊行されたが、木競は特定の主題に限らぬ研究設表の集積である。今後「義文研究」は此の形をとることが多いと思ふ。。木挽は昨年中に護行の預定であったが、年末の電力事情悪化其他の理由で意外に遅れてしまった。御諒承を乞ふ00「惑文研究」第一披を御希望の方は木曾事務所に御照合下さい。
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